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１２月上旬、伊方3号仮処分広島高裁抗告審決定を前に 

広島で報道陣向け争点解説レクチャーを開催 

 

2017 年１１月１５日（広島：一部既報）― 広島高等裁判所に係属している四国電力伊方原発３号

機運転差止仮処分申立即時抗告事件（野々上友之裁判長、太田雅也右陪席、山本正道左陪席）

は、９月１３日に最終の審尋期日（審尋期日は２回）を終え、１０月４日に双方の主張書面提

出を締め切り、１２月上旬には高裁の判断が出される予定であり大詰めを迎えている。 

 

このため同弁護団は高裁の決定を控えた１１月２２日（水）、広島で報道陣を対象に裁判の

進行状況や争点を解説するレクチャー（以下記者レク）を広島弁護士会館で開催する。 

 

記者レクにあたる代理人弁護士は薦田伸夫弁護士（愛媛弁護士会所属）と甫守一樹弁護士（第

二東京弁護士会所属）の２人。薦田氏は１２年以来松山地裁・高松高裁で展開されている一連

の伊方原発運転差止裁判の中心弁護士としても著名。甫守氏は日本ではじめてとなる脱原発裁

判専従弁護士。いずれも広島裁判弁護団の中心メンバー。司会・進行は胡田敢弁護士（広島弁

護士会所属） 

 

解説は、裁判の主要争点である「基準地震動問題」「火山灰問題」「司法審査の枠組み問題」

などを中心に多岐にわたる。また広島高裁は、抗告人側・相手方双方に２回にわたって求釈明

を求めており、１０月４日に回答書が締め切られているが、これら求釈明や双方回答書の中身

や去る９月１３日に開催された第２回審尋期日でのやりとりにも言及する見込み。 

なおこれら一連の書面は次のURLで閲覧・ダウンロードできる。 

（＜http://saiban.hiroshima-net.org/source.html＞） 

 

抗告人側の求釈明回答書は当日全文配布される見込み。 

 

同広島高裁抗告審は、裁判体の熱心な審理が続き予想外の展開を見せている。９月１３日の

審尋後に開かれた記者会見・報告会では、「裁判所から２回も求釈明が出ました。審理の方法

としては非常に充実していて異例とも言うべき踏み込み方です。2回にわたってこれだけ詳し

い求釈明書を出してきた事例を少なくとも私は知りません。異例の、非常に充実した、しかも

率直な裁判所の態度だろうというふうに思います」（河合弘之弁護士）、「松山では本訴を起こ

してから裁判長が何人も変わりました。色んな裁判長がいましたけれども、広島高裁の裁判長

の訴訟指揮を見て、ああ、こんな裁判官もいたらよかったな、とつくづく思いました。」（薦田

弁護士）、「それに（高浜原発大阪高裁決定に）比べて広島は期待できると思います。」（大津地

裁で高浜原発運転差止仮処分命令を勝ち取った弁護団長の井戸謙一弁護士）、「これまで2年間

原発裁判をやってきて、初めて2回以上裁判官に質問されました。初めてまともに議論できて、

感慨深いものがあります」（甫守弁護士）などという率直な感想が報告され、抗告人や支援者
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の間に勝利への期待が静かに広がっている。 

 

記者レクの後には参加報道陣との質疑応答が行われる。報道関係者（フリージャーナリスト

を含む）であれば誰でも参加できる。（名刺または身分証明書の提示が必要） 

また関心のある市民も傍聴できる。 

 

なお、同弁護団は１２月１日（金）に東京においても同様の記者レクを開催する予定にして

いる。 

 

 

 

記 

  

伊方原発広島裁判仮処分事件広島高裁抗告審報道陣レクチャー（記者レク） 

 

日時：２０１７年１１月２２日（水） 午後３時より （開場は午後２時４０分ごろ） 

会場：広島弁護士会館 ２階大会議室 

解説担当弁護士：薦田伸夫弁護士、甫守一樹弁護士 

司会・進行：胡田敢弁護士 

なお弁護団の解説は約２時間を予定している。その後は質疑応答。記者レクはフランクな 

雰囲気で行われる見込み。 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせは下記へ： 

伊方原発広島裁判原告団事務局  

〒733-0012 広島市西区中広町2丁目21-22-203 

e-Mail : saiban_office@hiroshima-net.org  

：URL: http://saiban.hiroshima-net.org 

プレス担当：哲野イサク（携帯電話 090-7899-4998） 

mailto:saiban_office@hiroshima-net.org
http://saiban.hiroshima-net.org/

